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A碑に献花する長女園子さん 

▲ 「女賊」 の公演風景 

~名川町のさくらんぼ娘のニ人 

作
家
太
宰
健
在
 

我
が
郷
土
金
木
町
が
生
ん
だ

作
家
太
宰
治
の
四
十
一
回
目
、
 

生
誕
八
十
年
目
の
桜
桃
忌
が
六

月
十
八
日
芦
野
公
園
内
に
あ
る

太
宰
文
学
碑
前
で
取
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
梅

雨
空
、
強
風
に
も
か
か
わ
ら
ず

午
後
零
時
半
か
ら
行
わ
れ
た
文

学
碑
へ
の
献
花
に
は
、
長
女
で

あ
る
津
島
園
子
さ
ん

（津
島
雄

二
代
議
士
夫
人
）
ゃ
、
大
橋
町

長
、
花
田
一
県
議
会
議
員
、
小
 
 野

正
文
桜
桃
忌
世
話
人
な
ど
の

ほ
か
県
内
外
か
ら
三
百
五
十
人

ほ
ど
が
集
ま
っ
た
。
 

献
花
に
先
だ
ち
、
三
戸
郡
名

川
町
か
ら
桜
桃
に
ち
な
ん
で
サ
 

2
フ
ン
ボ
娘
二
人
が
文
学
碑
に

サ
ク
ラ
ン
ボ
を
供
え
た
あ
と
、
 

津
島
園
子
さ
ん
か
ら
献
花
、
太

宰
の
幅
広
い
フ
ァ
ン
層
を
か
い

ま
み
る
よ
う
な
老
若
男
女
の
フ

ァ
ン
の
列
が
続
い
て
い
た
。
 

引
き
続
き
金
木
小
学
校
体
育

館
で
お
こ
な
わ
れ
た
特
別
公
演
 

「女
賊
」
 
に
は二
百
五
十
人
が

集
ま
り
、
恒
内
幸
夫
宮
城
教
育
 
 大

学
助
教
授
が
演
出
し
た
、
板

橋
健
同
大
助
教
授
達
の
太
宰
パ

フ
ォ

ー
マ
ン
ス
に
感
銘
を
受
け

て
い
た
。
 こ
の
 
「女
賊
」
 
は井

原
西
鶴
の
原
作
を
太
宰
が
小
説

化
し
た
も
の
で
「
山
賊
の
妻
に

強
引
に
貰
わ
れ
て
き
た
京
育
ち

の
美
女
が
次
第
に
山
賊
の
生
活

を
楽
し
み
、
夫
の
死
後
、
そ
の

娘
二
人
も
山
賊
に
な
っ
た
も
の

の
最
後
に
三
人
と
も
改
俊
し
て

尼
に
な
る
」
（
渡辺
善
雄
宮
城
教

育
大
学
助
教
授
・
国
文
学
）
と

い
う
短
編
で
あ
る
。
 

こ
れ
ま
で
は
、
太
宰
関
係
者
 
 に

よ
る
講
演
な
ど
が
中
心
で
舞

台
公
演
は
初
め
て
で
あ
っ
た
が

好
評
を
博
し
た
為
、
関
係
者
は

来
年
も
と
意
気
込
ん
で
い
た
。
 

そ
の
後
、
生
家
で
あ
る
「
斜

陽
館
」
で
太
宰
を
し
の
ぶ
会
が

開
か
れ
太
宰
フ
ァ
ン
百
五
十
人

ほ
ど
が
遅
く
ま
で
語
り
あ
っ
て

い
た
。
 

ま
た
、
今
回
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
 

P
R
を
兼
ね
て
初
め
て
来
町
し

た
名
川
町
か
ら
は
助
役
、
教
育

長
は
じ
め
十
八
人
が
献
花
に
訪

れ
ま
し
た
。
 

山
本
名
川
町
教
育
長
は
 
「青
 
 森

県
で
も
山
形
に
負
け
な
い
サ

ク
ラ
ン
ボ
を
生
産
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
太

宰
の
桜
桃
忌
に
ち
な
ん
で
名
川

町
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
献
上
し
た

い
と
思
い
今
回
初
め
て
や
っ
て

来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
サ
ク
ラ

ン
ボ
を
キ
ッ
カ
ケ
と
し
て
文
学

だ
け
で
な
く
産
業
経
済
面
に
お

い
て
も
金
木
町
の
人
た
ち
と
の

交
流
、
ひ
い
て
は
、
津
軽
と
南

部
の
交
流
の
一
端
を
担
え
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。
献
花
が

一
番

印
象
的
で
あ
っ
た
。」
と話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
 

41回目『桜桃忌』 

「女賊」に感激 
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園 

嘉瀬老人クラブ 

日 園 
yycgg 

問
、
人
園
し
て
い
る
方
々
に
喜

ば
れ
ま
し
た
。
 

嘉
瀬
老
人
ク
ラ
ブ
の
慰
問
は

今
年
に
入
っ
て
早
く
も
．.．回
H
 

に
な
り
、
お
上
産
に
持
参
し
た

ジ
ュ
ー
ス
九
十
本
を
人
側
者
に

手
渡
し
な
が
ら
約
一
時
町
に
わ

た
っ
て
手
踊
り
、
民
謡
、
歌
謡

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
な
が
ら
、
 

芸
を
披
露
。
人
園
者
も
思
わ
ぬ

慰
問
に
大
喜
び
し
な
が
ら
各
人

の
芸
を
楽
し
ん
で
い
た
。
 

木
村
会
長
は
 
「こ
れ
か
ら
も

人
園
し
て
い
る
方
々
に
少
し
で

も
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
も
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
 

嘉
瀬
老
人
ク
ラ
ブ

（
木村
金

利
会
長
）
 
．行
ト
．二
人
が
六
月
 

.
．ト

ー
H
、
中
唯
静
和
園
を
慰
 

覇端文陣の曽操““ときいます I 

‘
い
よ
っ
ク
 

ま
っ
て
ま
し
た
 

防
犯
活
動
を
積
極
的
に推
進
しよ
う
“一
 

金
木
防

犯
協
ム
云
総
ム云
 

金木小こども郵便局 

郵政省貯金局長賞 
受賞するI 

「本
年
度
は
、
昨
年
以
上
に

も
ま
し
て
各
種
防
犯
活
動
を
積

極
的
に
推
進
す
る
」
こ
と
を
再

確
認
し
た
平
成
元
年
度
金
木
地

区
防
犯
協
会
定
期
総
会
が
六
月

二
十
七
日
 
「斜
陽
館
」
 
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

総
会
に
は
、
地
区
の
防
犯
協

会
員
、
警
察
署
貝
ら
八
十
名
ほ

ど
が
集
ま
り
昭
和
穴
十
三
年
度

の
防
犯
功
労
に
対
し
て
の
表
彰

が
行
わ
れ
た
後
、
白
取
金
木
警

察
署
長
が
金
木
署
管
内
に
お
け

る
各
種
犯
罪
状
況
に
つ
い
て
の

慨
況
を
説
明
し
た
の
ち
、
議
事

に
入
り
、
事
業
計
画
案
な
ど
の

全
議
案
を
了
承
し
た
。
 

総
会
終
了
後
に
相
互
の
連
帯

を
深
め
る
た
め
の
親
眺
会
が
催

さ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち

に
も
つ
い
つ
い
防
犯
の
こ
と
に

話
が
行
き
つ
く
な
ど
も
り
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。
 

表
彰
者
は
次
の
通
り
。
 

◆
一
般
 

▽
団
体
の
部
 

金
木
南
中
学
校
P
T
A

（
伊

藤
固
博
会
長
）
、
 喜
良
市
地
 
 

区
南
子
供
会
育
成
会
（
奈
良
 

健
司
会
長
）
 

マ
個
人
の
部
 

葛
西
文
昭
（
金
木
山
道
町
）
 

菊
池
良
治
（
喜
良
市
更
生
部
 

落
）
 

◆
防
犯
指
導
隊
 

▽
団
体
の
部
 

金
水
地
区
防
犯
指
導
隊
金
木
 

支
部
（白
川
u
出
雄
支
隊
長
）
 

▽
個
人
の
部
 

白
川
日
出
雄
、
川
目
清
松
、
 

（
金
木支
隊
）
 
斉藤
義
雄
、
 

鳴
海
栄
（
嘉瀬
支
隊
）
 '.．上

保
、
西
村
昭
八
（
喜
良
市
支

隊
）
大
佐
賀
幸
雄
、
浅
利
光

安
（
川
倉
支
隊
）
 

金
木
小
学
校
（
伝
法
谷
善
司

校
長
）
こ
ど
も
郵
便
局
に
対
し

て
、
郵
政
省
貯
金
局
長
賞
が
工

藤
貞
次
金
木
郵
便
局
長
よ
り
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
賞
は
、
こ
ど
も
郵
便
局

に
対
し
て
「
お
た
が
い
の
協
力

と
、
む
だ
づ
か
い
を
し
な
い
で

貯
蓄
の
習
慣
を
養
い
、
他
の
模

範
と
な
る
よ
う
な
成
績
を
あ
げ

た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
努
力

を
た
た
え
、
ま
す
ま
す
の
発
展

に
努
め
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
 

と
い
う
こ
と
で
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。
 

子
供
た
ち
は
、
副
賞
の
な
わ

と
び
と
と
も
に
賞
状
を
手
に
し

な
が
ら
「
胸
の
張
れ
る
よ
う
な

賞
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
 

③ 金木だより川川"Ii 	 

Aあいさつする白取署長（中央） 



シルバーパワーの熱闘 

第 6回シルバーゲートボール 

北郡選手権大会 
(
 

	mmmImm金木だよ り ④ 

芦
野
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
六

月
六
日
（
火
）
か
ら
始
ま
っ
た

勤
労
青
少
年
野
球
教
室
は
、
早

朝
五
時
開
講
と
あ
っ
て
参
加
者

は
十
数
名
で
あ
る
が
、
皆

一
生

懸
命
汗
を
流
し
、
白
球
を
追
っ
 

金
木
町
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
推
進
事
業
②
 

勤
労
青
少
年
野
球
教
室
 

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
野
球
教
室
は
初
心
者
や

野
球
技
術
の
向
上
を
目
指
す
勤

労
青
少
年
を
対
象
に
正
し
い
野

球
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
大
会
も
含
め
て
 

八
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
師
に
は
金
木
町
朝
野
球

協
会
の
メ
ン
バ
ー
が
あ
た
っ
て

お
り
、
金
木
町
の
野
球
の
普
及

と
振
興
に
少
し
で
も
力
に
な
れ

ば
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し

た
。
 

ま
た
参
加
者
の
一
人
は
「
だ

れ
で
も
簡
単
に
出
米
る
ス
ポ

ー
 

ツ
で
あ
る
が
基
本
や
連
携
プ
レ
 

ー
を
練
習
し
て
い
る
う
ち
に
こ

れ
ほ
ど
奥
深
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と

は
 

」
と
息
を
は
ず
ま
せ
な

が
ら
も
野
球
の
魅
力
に
つ
い
て

体
験
し
た
こ
と
を
話
し
て
い
ま

し
た
。
 
（
大橋
聖
彦
｝
 

甫
か
ぎ
 日

ご
ろ
、
運
動
不
足
に
な
り

が
ち
な
シ
ル
バ

ー
エ
ー
ジ
達
の
 

「第
六
回
シ
ル
バ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
 

ー
ル
北
津
軽
郡
選
手
権
大
会
」
 

が
、
北
津
怪
郡
社
会
福
祉
協
議

会
の
主
催
で
六
月
二
十
八

H
芦

野
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
小
雨
が
降
る
あ
い

に
く
の
天
気
と
な
っ
た
も
の
の

北
郡
六
町
村
か
ら
二
十
四
チ

ー
 

ム
二
百
人
余
り
が
参
加
、
選
手

逮
は
愛
川
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
握

り
な
が
ら
日
ご
ろ
鍛
え
た
心
憎

い
ば
か
り
の
大
技
、
小
技
を
披

露
、
次
々
に
難
関
に
挑
み
、
全
 

1
1一
喜
一
憂
し
な
が
ら
覇
を
競

っ
た
。
 

そ
の
キ
ビ
キ
ビ
し
た
姿
は
と

て
も
シ
ル
バ
ー
エ
ー
ジ
と
は
思

え
ぬ
ほ
ど
で
、
そ
の
技
に
は
見

物
に
来
て
い
た
若
い
人
も
「
す
 
 ご

い
／・
う
ま
いも
ん
だ
」
と
絶
 

句
。
ま
さ
に
シ
ル
バ
ー
エ
ー
ジ
 

逮
の
熱
闘
の

【
H
で
あ
っ
た
。
 

結
果
は
次
の
通
り
。
 

優
 
勝
 
栄
町
チ
ー
ム
 

（板
柳
町
）
 

準
優
勝
 
武
川
．
．チ
ー
ム
 

（
中
里町
）
 

第
三
位
 
金
木
チ
ー
ム
 

深
郷
川
チ

ー
ム
 

（中
里
町
）
 エ

 
サ
 

の
 

技
 

の
 

こ
 

A
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▲金木南中学校ソ フ ト ボール部員達 

)

．
『
 

一
 

風
 

式
 

彰
 

表
 

▲
 

●

第
十
三
回
金
ホ
町
俳
勾
六
会
開
催
 

私
た
ち
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は

三
年
生
十
人
、
二
年
生
五
人
、
 

一
年
生
三
人
、
計
十
八
人
と
人

数
が
少
な
い
部
で
す
。
で
も
人

数
の
わ
り
に
は
、
と
て
も
に
ぎ
 
 や

か
な
部
で
も
あ
り
ま
す
。
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
打
つ
、
 

投
げ
る
、
守
る
の
三
つ
の
こ
と

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

ど
う
し
て
も
他
の
部
よ
り
長
い
 
 時

間
練
習
を
し
ま
す
。
グ
ラ
ン

ド
の
す
ぐ
近
く
に
は
田
ん
ぽ
が

あ
る
の
で
、
打
っ
て
い
る
時
に

中
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
練
習
で

一
番
き
つ
い

の
は
ノ
ッ
ク
で
す
。
時
に
は
、
 

ボ
ー
ル
が
身
体
に
あ
た
っ
た
り
、
 

つ
き
指
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ボ
ー
ル
が
次
々
に
く
る
の

で
、
ク
タ
ク
タ
に
疲
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
で
も
、
難
し
い
所
に

ボ
ー
ル
が
き
て
、
と
っ
た
時
は

本
当
に
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
 

私
た
ち
に
は
悩
み
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
部
員
が
少
な
い

こ
と
で
す
。
だ
か
ら
米
年
の
新

入
生
が
ソ
フ
ト
部
に
た
く
さ
ん

入
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
 

私
た
ち
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は

中
体
連
郡
大
会
で
三
連
覇
し
ま

し
た
が
、
今
年
惜
し
く
も
準
優

勝
に
な
り
く
や
し
涙
を
流
し
ま

し
た
。
後
輩
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ

来
年
優
勝
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
 
（
主将

・
吉
崎
山
美
子
）
 
 菖

緑
に
 

染
ま
る
た
ま
し
ひ
 

津
軽
三
味
 

成
田
千
空
（
五所
川
原
）
 

六
月
の
 

津
軽
三
線
 

風
の
奥
 

南
秋
紅
（
鯵
ケ沢
）
 

松
は
松
の
 

こ
桑
し
て
風
の
 

桜
桃
忌
 

福
L
光
生
（
尾
上）
 

太
宰
碑
に
 

日
の
斑
揺
れ
づ
め
 

還
閑
古
 

長
内
卿
骨
（
金木
）
 

太
宰
忌
や
 

水
洞
れ
急
ぎ
 

金
木
川
 

高
橋
永
己
（
板
柳
）
 

六
月
十
一
日
、
自
然
休
養
村
 

管
理
セ
ン
タ
ー
で
第
十
三
回
金
 

木
俳
句
大
会
が
金
木
俳
句
会
の
 

E
催
、
金
木
町

・
金
木
町
教
育
 

委
員
会
・
青
森
県
俳
句
懇
話
会
 

の
後
援
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
も
回
を
か
さ
ね
る
 

ご
と
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
参
加
 

人
数
も
ふ
え
て
十
三
回
を
か
ぞ
 
 え

ま
し
た
。
 

今
回
も
還
く
は
、
岩
崎
村
や

平
賀
町
な
ど
か
ら
多
数
の
参
加

者
の
も
と
、
次
の
通
り
順
位
が

決
ま
り
ま
し
た
。
 

▼
第

一
位
（
町長
賞
）
 
草
野
力

丸
（深
浦
）
 

▼
第
ニ
位
（教
育
長
賞
・
県俳
句

懇
話
会
長
賞
）
 
高
僑
ま
し

ら
（
青
森）
 

▼
第
三
位
（
議長
賞
）
 
長
内
博
 

（
平賀
」
 

▼
第
四
位
 
成
田
千
空

（
五所
 

川
原
）
 

▼
第
五
位
 
会
津
正
治

▼
第
六
位
 
福
士
光
生
 

，
第
七
位
 
長
内
帥
骨

▼
第
八
位
 
佐
藤
正
賢

▼
第
九
位
 
鎌
田
祐
嗣

▼
第
十
位
 
原
田
季
岳
 

 

学
校
部
活
動
紹
介
ェ
 

金
木
南
中
学
校
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
 

 

 

、
 

 

部

員
数
 

1
8人
 

 

、
 

 

 

板
柳

尾
上

金
木

弘
前

浪
岡

金
木
 



好 評 即 
盆栽展示会 

六
月
十
九
日
、
町
商
工
会
館

に
お
い
て
俳
優
の
小
松
方
正
氏

の
 
「今
を
生
き
る
自
分
」
と
い

う
演
題
で
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
事
務
局
が
用
意

し
た
椅
子
席
で
は
足
り
な
く
な

り
、
急
運
、
敷
き
物
を
用
意
す

る
な
ど
三
百
五
十
人
ほ
ど
の
町

民
で
会
場
は
満
員
の
盛
況
ぷ
り

で
し
た
。
 

小
松
氏
は
、
昭
和
元
年
十
一

月
四
日
長
野
県
松
本
市
生
ま
れ
 
 で

、
昭
和
二
十
六
年
映
画
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
し
、
以
後
の
活
躍

は
ご
存
じ
の
と
お
り
、
悪
役
を

演
じ
さ
せ
れ
ば
天
下
一
品
の
名

優
。
そ
の
語
り
ロ
も
時
に
は
本

音
を
ま
じ
え
な
が
ら
も
軽
快
か

つ
、
巧
妙
で
あ
り
、
会
場
の
町

民
は
熱
心
に
領
い
た
り
、
爆
笑

の
渦
に
包
ま
れ
た
り
と
講
演
に

聞
き
ほ
れ
て
い
た
。
 

熱
弁
の
あ
ま
り
か
、

一
時
間

半
の
講
演
予
定
を
二
十
分
あ
ま

り
も
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
で
、
 

講
演
後
、
質
疑
応
答
形
式
で
質

間
を
受
け
付
け
、
番
組
の
裏
話

な
ど
を
披
露
し
閉
会
し
た
。
 

去
る
六
月
九
、
十
、
十
一
日

の
三
日
間
、
役
場
町
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
金
木
盆
栽
会

（葛
西
 
 繁

則
会
長
）
に
よ
る
サ
ッ
キ
展

示
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
展
示
会
に
は
、
会
員
九

名
か
ら
約
六
十
鉢
も
の
盆
栽
が

川
品
さ
れ
、
ホ
ー
ル
の
中
は
も

う
別
世
界
の
よ
う
な
華
ゃ
か
さ

に
生
ま
れ
か
わ
り
、
役
場
に
用

事
で
訪
れ
た
人
た
ち
も
当
初
戸

惑
い
な
が
ら
も
感
嘆
の
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。
 

参
観
者
の
中
に
は
 
「い
い
盆

栽
だ
か
ら
光
っ
て
く
れ
」
と
言

い
出
す
人
も
あ
り
、
そ
の
都
度
 
 会

員
遠
は
 
「す
み
ま
せ
ん
。
売

り
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
」
 

と
、
応
対
に
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
も
反
響
の
大
き
さ
に
ニ
コ

ニ
コ
顔
で
し
た
。
 

ま
た
、
町
民
の
中
に
は
 
「い

つ
も
殺
風
景
で
行
き
づ
ら
い
役

場
の
巾
に
定
期
的
に
で
も
い
い

か
ら
盆
栽
な
ど
い
ろ
ん
な
も
の

で
華
ゃ
か
に
飾
っ
て
町
民
ホ
ー
 

ル
を
交
流

・
憩
い
の
場
に
し
て

も
良
い
の
で
は
」
と
い
う
意
見

も
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

小松方正氏 

講演大好評 

A身ぷり手ぷりをまじえての小松方正氏 



6 ロ 

か， 

I・ 争 

お 
~ 

f = =  '= =\ t. 
A中村隆之くん（金中） 

. 
×ー ノ  

A原田 治くん（南中） 

，な ぐ 

＼ニ，! 

A鳴海孝光くん（左）と鳴海英樹くん（南中） 

内 
A泉谷有香さん（金中） 

⑥
今
月
の
顔
⑥
 
北
五
中
体
連
が
ん
ば
り
ま
し
た
“
【
 

金木だよりIII川I'll 

      

       

軟式庭球男子団体優勝 陸上女子三種B優勝 

▲金木南中学校 チ ー 
	 A敦賀 桜さん（金中） 

男子柔道個人軽々量級優勝 相撲個人三年優勝 

軟式庭球男子個人優勝 陸上女子砲丸投げ優 

陸協誇諺2イ立（大会新） 陸上男子三種B優勝 

▲釜中チーム…工藤桃子（左上）、竹内真美子（右上） 

津島朝美（左下）、小野瑞穂（右下） A西村 知くん（南中） 

勝
 



EXCITING TSUGARU 

軽の火祭り 
7月29胃 1驚 00 ・ 7月30γ禦 30 

	I川I川I金木だより ⑧ 

7 月 と 9 月 は 
「あいさつ強化月間」 

町内の小・中学校では各校の基本的

む生活慣習の中で「あいさつの励行」 

について重点的に取り組み、指導して

おりますが、さらに大きな輪を広げる

べく、明るい生活づくり・町づくりを

めざして、全町民を対象にして「あい

さつ運動』 を実施しています。 

朝の登校時に町内の要所に立って児

童・生徒・父兄・先生方が皆さんにあ

いさつをします。 

朝のさわやかさ．明るい町づくりと． 

心の交流にご協力下さるようお願いい

たしますo 

ト場所 役場前及び町内一小」 

(29日のみ全町歩行者犬国） 

ト内容 7月29日田 

17:30- 18: 50 
東北太鼓合戦 

出演県内各地の太鼓 

及び郷土芸能 

19:00- 19:45 
津軽半島観光キャンペーン

山上進のi」t軽半島一・人旅 

19:00-21 :00 
金木名物「夜店市」 

7月30日（日） 

14:00- 16:30 
ドウワップi」t軽コンサート 

「キングトーンズ ＆ 

アキラバンド」 

ト同時開催 金木あすなろ商店会 

納涼どかまけの日 

く走行者天国 19:0O-21 :00> 

津軽の火まつり・歩行者天国図 
7月29日it 19:00-20:00 

軍毒屯Jる（iざ厭争 

ヒョコの幼稚園 
ロバ馬車 
ひつじのレース 

讐ブりり一～oh 場所金木町県立芦野公園 
Io' IIL.U魁) Pd!' 
●主価ノサフブJJ‘ークASI-$tJ0買行姻倉●“賢I金木町・RAB9)兄り式公社●i主．e木司”月委員芸, 
観光昭会・商工会骨店会・血木町遷合PTAー孟木地区防犯国2・書太雌区少年縄“雪力n達尾喜猛会 

前鷲‘獣響ド木綴0113(53)2州I 喫野113(76)1253 

大 	入 小人、’・●1 
当日券 900円 500円 
前売券 700円 350円 
団体馴引 700円 350R 
．コ井割 ""2こ乙」」上 に三●‘ュ‘と●“ 

器 鷺鷺国過噂I 



土 躍 閉 庁 

についてお知らせ 

●

む
り

・
む
だ
・
みえ
の
な
い生
活
を
・
 

金
木
町
新
生
活
運
動
推
進
協

議
会
は
昭
和
六
十
二
年
一
月
に

設
立
さ
れ
、
家
庭
、
職
場
、
団

体
、
地
域
社
会
を
通
し
て
、
金

木
町
に
適
し
た
生
活
環
境
を
確

立
す
る
た
め
、

冠
婚
葬
祭
を
は

じ
め
、
公
私
に
わ
た

る
生
活
改

善
と
合
理
化
を
図
り
、
も
の
を

火
切
に
し
、
無
理
（
むり
）
・
無

駄
（
む
だ
）
・
見
栄
（
み
え
）
の
な

い
心
の
豊
か
な
生
活
の
創
造
と

福
祉
社
会
の
建

設
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
次
の
通
り
日
常

生
活
や
冠
婚
葬
祭
等
の
合

理
化

に
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

▼
結
婚
式
の
部
 

会
 

費
 
八
千
円
以
内
 

引
出

物
 
廃
止
す
る
 

お
色
直
し
 
三
回
以
内
 

結
納
金
 

五
十
万
円
以
内

披
露
宴
時
問
 
三
時
問
程
度

▼
葬
祭
の
部
 

法
 
要
 
八

千
円
の
会
費

引
出

物
 
廃
止
す
る
 

香
 
典
 

一
般
は
千
円

香
典
返
し
 
礼
状
の
み
に
す
る

通
夜
接
待
 
お
茶
菓
f
程
度

お
布
施
 

】
人
．
万
円
以
内

花
 
輪
 

ポ
ス
タ

ー
に
す
る

マ
そ
の
他
 

病
気
見
舞
 
二
千
円
 

見
舞
返
し
 

礼
状
の
み
に
す
る

お
 
祝
 い
 
一
一千
円
 

瞳
 

別
 
廃
止
す
る
 

訪
問
販
売
 
慎
垂
に

対
処
す
る
 

O
会
員
制
の
場
合
会
場
使
用
料
 

（
二
万
円
）
は
減
免
し
ま
す
。
 

金木だより川nmIIm"" 

金木町でも来る8)112日の土曜日か 

ら毎月第 2と第 4 の土曜日が休みとな 

りますのでお知らせします。 

lILし、次の業務については今まで通 
り業務を行います。 

1．保育所 
2．ゴミ収集 

3. 中央老人福祉七ンター 

4. 謄史民俗資料館 

国民年金の納付組織 

を活用しましょう 
どのような方法で国民年金の保険料

を納めていますか？ 
国民年金の保険料は、加人している人

が『I主的に納めに行かなければなりま 
・せんo 

加人している人にとって、これは大

変めんどうくさいことで「その内に・・・

・・・」 と思っていると忘れたり、納期限
にIIりに合わなかったりなどします。 

そこで、「納めに行く」手間を省いて、 

「納め忘れ」のないようにしようと、 
地域の人たちが集まって作った「国民

年金納付制l織」 があります。納付組織

は、常に町役場と連絡を取り合ってい

ますので、いろいろな乎続きや届出な
どもスムーズになり、年金についての

相談などもしやすくなります。 
みんなで、納付謝l織に加人して、保

険料の納め忘れなどのないよう、積極

的に活川しましょう。 

国 税 だ よ り 
＠社会にいきる税 

税金は、国や地方公共団体が活動す 

るための大切な財源となるものであり、 

共同社会を雑持するための会費といえ 

ます‘， 
私遠の納めた税金は、 

①私たちの健康や生活を守るため 
②住宅や道路などの整偏のため 

③教有や科学技術振興のため 
④国債や公債の償還や利払いのため 

など、私たちの生活がより豊かになる 

ように使われています。 
そのため、私違は税金を納めるだlナ 

でなく、税金の便いみちについても I 

分に知る必要があります。 

暮らしと電気安全 
★落雷に注意 

夏本番となりますと、稲光りや雷鳴

を響かせてカミナリがやって米ます。 
晋から雷の多い年は、豊作になるとい

われ雷電神社や天神神社を建て、雷の

米ることを古人はお析りしたそうです。 
ところで、落雷による被害で最もこ

わいのは人の死傷事故と火災の発生で

す。わカ斗叫では昭和42年 8月lIIに西

穂高連峰を登山巾のI乏野県松本市深志

高校 2年生41れに落雷し、11名死亡13 

名爪軽傷の重大災害が出ています。 こ

れから登山、海水浴、ゴルフなど屋外

の活動が活発となるシーズンです。 雷

が鳴り串したら、いちはやく安全な場
所へ避難するなどして、楽しい夏をす

ごしましょう。 

7 月 の納税 

固定資産税第 2期 

国民健康保険税第1期 

1ミリの雨量って
どのくらい？ 

犬タ（予慨などを聞いたりしていると、 

よく「雨」k」 とiiう言葉を耳にします。 
雨最とは、文字通りの地 Lに降った雨

の」Itのことです。測定の仕方は、直径 

20センチメートルの円筒を地 Lに置き、 

その中にたまった雨水の深さを、ミリ

メートル単位ではかります。 
雨最 1ミリというと少ないと感じる

人が意外に多いようです。 ところが、 
33平方メートル（10坪）の庭に、 1 ミリ

の雨に相当する水をまこうとすると、 
18リットルのポリタンクで2 本分の水

が必要です。ですから、集中豪雨など
で降る100ミ IIS 200ミリといった雨は、 

膨大な水の量ということがわかるでし

よつ o 

水の日 

(8月 1日） 



ほし よし き 

合誓替貧 星 克樹 

金木病院力ルテ＠ 

『動脈硬化の予防について』 

鳴誕生おめでと う 

ひとみちゃん 
5 月31 II生まれ
体重 2,860グラム
嘉瀬 下昭和町
鳴海伯さんの長女 

まさ 	よし 

将 善ちゃん 
5)12611生まれ 
体重 3.400グラム 
金木 南新町“ 
石Ji谷竜海さんの長男 

~ 

‘
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I 

竜
海伯

 

慶
則

紀
久

浩

一

耕
市

隅
 

高
雄
 

隻 
金
 

嘉 嘉 嘉 嘉 喜 嘉 金 
良 

瀬 瀬 瀬 瀬 市 瀬 木 

金
 
木

喜
良
市
 

77 91 72 89 61 75 
歳歳歳歳 歳歳 

川 神 嘉 川

倉原 瀬 倉 

動
脈
硬
化
は
、
脳
卒
中

・
・心

筋
梗
塞
な
ど
の
重
篤
な
疾
患
を

引
き
起
こ
す
こ
と
か
ら
、
そ
の

予
防
・
治
療
が
大
切
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
動
脈
硬
化

を
予
防
す
る
た
め
の
注
意
点
を

以
下
に
挙
げ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

①
肥
満
の
是
正
 

肥
満
は
、
高
脂
血
症
の
原
因

と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
動
脈
硬

化
の
促
進
因
子
と
な
り
ま
す
。
 

従
っ
て
肥
満
の
傾
向
の
あ
る
人

は
、
食
事
量
の
制
限
な
ど
に
よ

る
肥
満
の
是
正
が
必
要
で
す
。
 

②
適
度
の
運
動
 

運
動
不
足
も
動
脈
硬
化
の
促

進
因
子
と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
 
 運

動
不
足
に
注
意
し
、
自
分
に

あ
っ
た
無
理
の
な
い
運
動
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
き
れ

ば
、
 一
ロ
一
万
歩
を
目
標
に
歩

く
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

③
脂
肪
制
限
 

脂
肪

（特
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
 

ル
）
の
過
食
も
動
脈
硬
化
の
促

進
因
子
と
な
り
ま
す
。
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
多
く
合
む
食
品
は

卵
黄
・
獣
肉
・
レ
バ
ー
な
ど
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
過
食
は
避
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

④
食
物
繊
維
の
摂
取
 

食
物
繊
維
に
は
血
中
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
作
用
が

あ
り
ま
す
。
食
物
繊
維
を
多
く

摂
る
た
め
に
、
野
菜

・
果
物
を

十
分
に
食
べ
る
こ
と
。
穀
類
は

精
製
さ
れ
す
ぎ
な
い
も
の
を
摂

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

⑤
大
豆
蛋
白
の
摂
取
 

大
豆
蛋
白
の
よ
う
な
植
物
蛋

白
は
、
動
物
蛋
白
に
比
べ
て
血

巾
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
更
に
大
豆

に
は
食
物
繊
維
も
多
く
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、
十
分
な
摂
取
が

必
要
で
す
。
 

⑥
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
 

ス
ト
レ
ス
も
動
脈
硬
化
を
促

進
さ
せ
る
た
め
、
ス
ト
レ
ス
や

悩
み
は
早
く
解
消
し
、
ゆ
と
り
 
 を

も
っ
て
十
分
な
睡
眠
・
休
養

を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

7
危
険
因
子
を
減
ら
す
 

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血

症
な
ど
の
病
気
は
、
し
っ
か
り

治
療
す
る
。
ま
た
、
タ
バ
コ
は

で
き
る
限
り
止
め
る
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

⑧
ァ
ル
コ
ー
ル
の
過
飲
は
避

け
る
 

適
度
の
ア
ル
コ

ー
ル
は
、
ス

ト
レ
ス
を
解
消
さ
せ
る
意
味
も

含
め
て
動
脈
硬
化
を
抑
制
さ
せ
 
 る

可
能
性
も
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
過
飲

は
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
る
た

め
禁
物
で
す
。
こ
こ
で
い
う
適

度
と
い
う
の
は
、
個
人
差
も
あ

る
が
、
 一
般
的
に
は

一
H
に
ア

ル
コ
ー
ル
に
し
て
2
0記
程
度
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
日

本
酒
な
ら
1
合
、
ビ
ー
ル
な
ら

大
び
ん
1
本
程
度
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

以
上
の
点
に
注
意
し
て
病
気

の
予
防
に
役
立
て
て
ド
さ
い
 。 

戸
籍
の
窓
 

五
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

池
田
 
詩
織
（

博

）
金
 
木
 

六
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

石
戸
谷
将
善

鳴
海
ひ
と
み

今
 

麻
衣

土
岐
の
ぞ
み

木
下
 
綾
乃
 

喜
良
市
 

金
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、
泉
谷
 
義
仁

義
昭
）
川
 
倉
 

「
菊
地
 
美
雪
進
）
元
所
川
原
市
 

需
“
競
蒜
諸
 

愈
れ
ん
い慧
）
 
 

（鶏
“
続
さ
騒
 

愈
由
鐘細
擁
”
 

（
」
“
敏m
縄
輸
 

お

く
や
み
 

古
川
 
篤
司

棟
方
伊
三
郎

其
田
 
サ
ナ

滞
m
雫
八
郎

前
田
 
ふ
ゆ

楠
美
清
四
郎
 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
広
く

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

●

役
場
に
関
す
る
こ
と
 

●

町
内
に
関
す
る
こ
と
 

●

身
近
な
話
題
 

●

ア
イ
デ
イ
ア
 

そ
の
他
な
ん
で
も
投
書
し
て

く
だ
さ
い
。
投
書
は
、
庁
舎

内
の
投
書
箱
を
利
用
す
る
か

直
接
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〈送
り
先
〉
 

金
木
町
役
場
 

企
画
室
広
聴
係
あ
て
 

※
金
木
だ
よ
り
に
掲
載
も
あ

り
ま
す
の
で
町
内
・
氏
名
は

必
ず
明
記
し
、
匿
名
の
場
合

は
そ
の
旨
を
お
書
き
く
だ
さ
 

い
。
 

	川I川III" 金木だより ⑩ 

工 古 日1 古
藤 川 リ1 崎 

奨雄 
司 登 丈航 

水 


